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1.????
　本学工学部機械情報技術学科に赴任後 10 年
間の節目に、当研究室にて、科目「卒業研究」
で学生が仕上げた卒業論文を総括し、①教育・
研究成果の最終形である成果公表に結びつける
ことを及び②研究成果の最終形である製品化等
に至るための課題摘出を行った。当研究室でこ
れまでに推進した研究開発テーマは 5つ（内、
継続中が 2つ）、卒業論文は 27 報であった。①
では、学会発表 8件（内、海外 3件）、工業会
発表 2件、論文 4編、本学紀要 10 編、今年度
卒業論文の予定を含め、卒業論文のほとんどを
成果公表できる見通しを得た。②では、5つ研
究開発テーマとも製品化等に至っておらず、こ
のためには、製品化等の前段階において、学
会等での発表、投稿による製品に対する学術的
サポートが重要であること及び専門家集団（製
品化メーカーの参画は必須）による学内外プロ
ジェクトでの推進等が重要であることを痛感し
た。
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2. ???????
　卒業研究は必修科目の 1つで、3学年までに
学んだ機械工学に関する知識を活用して、より
専門的な研究テーマに関し 4学年前後期 1年間
を通して、教員の研究室に所属して研究を行う
ものである。研究の成果は、卒業論文としてま
とめ、本学内卒業研究中間発表会及び卒業研究
発表会にて発表することが必要である。本科に
は、創生工学コース、総合工学コース、自動車
工学コースの 3コースがあり、いずれのコース
生も、卒業研究を履修しなければならない。創
生工学コースでの卒業研究に関する学習・教育
目標は以下の通りである 1）。
⑴　情報技術の基礎知識を持ち、それを機械技
術者の実務に利用できる。
⑵　機械システムの振る舞いを観察し、考察、
評価できる。
⑶　機械装置と製造工程の開発、設計、管理を
行う基礎的素養を持つ。
⑷　日本語による記述力とプレゼンテーション
能力を持つ。
⑸　最新技術情報を収集、分析でき、将来の資
格取得のための基礎的素養を持つ。
⑹　地域社会へ関心を持つとともに、国際的な
視野を持ち、社会に貢献できる。
⑺　問題の解決やプロジェクトの中の自らの役
割と責任を理解できる。
　本科目は他の科目に比べて、教育と研究の両
側面を強く持ち合わせ、４年間の総まとめの最
終科目として、最もふさわしい。また、学生か
ら社会人へと第一歩を踏み出す直前の科目とし
ても適している。これらの学習・教育目標はキー
ワード「観察、考察、評価」「記述力とプレゼ
ンテーション能力」「情報収集、分析」「社会貢
献」「問題解決、プロジェクト」に見るように、
研究業務を遂行する上での必要十分条件でもあ
る。
　卒業論文は修士論文や博士論文とは異なり、
一般に、学外からの閲覧等は困難な状況にある。
本学では、論文集を発行し、広報している学科
もある 19）。そこで、これまでに、学生が仕上
げた卒業論文を教育・研究成果の最終形である
成果公表に結びつけることを、また、研究成果
の最終形である実用化、製品化等に至るための
課題摘出を目的に、当研究室での 10 年間の卒
業論文を総括した。
3. ?? 10???????
　表 1は過去 10 年間の卒業論文と投稿先を示
す。マークした卒業論文テーマは調査研究であ
る。論文等欄の（　）内は国内外での発表を示
す。≪　≫内は今後の予定である。
　研究開発テーマは①超微粉化、②ナノ水車、
③超臨界流体、④吸収冷凍機及び⑤電力平準化
の 5 つで、これらの関する卒業論文は全体で
27 報であった（今年度分を含む）。
　①は身の丈に合ったナノテクノロジー確立を
目標に、小麦粉のサブミクロン化を目指し、地
場産業発展に貢献することを目的とした。この
テーマで、10 年間、研究開発を進めているこ
とになる。本学赴任時、最初の独自研究開発テー
マであった。これに関し、12 報の卒業論文の
執筆指導を行い（現在進行中も含む）、それぞ
れの卒業論文は一部を除いて、学会（国内外）
発表、本学紀要、論文投稿の形で、成果公表し、
広報している。また、新聞発表 14）による広報
も実施した。
　②は農業用水利活用の数 kW 級小容量水力
発電装置の研究開発を目的とした。本研究開発
には、赴任当初、メンバーの一員として参画し、
最終的には責任者として推進した。これらの卒
業論文はその都度本学紀要に成果公表し、広報
した。技術の完成度は高いと感じている。新聞
発表 15）による広報も実施した。
　③は第 5の物質と評されている超臨界流体利
用技術で、学外資金獲得を目的に、過去（赴任
前）の研究開発成果をブラッシュアップし、コ
ンソーシアムへ提案し、採択を目指した。課題、
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解決策、実現性、効果、プロジェクトメンバー、
期間、予算等の検討、これに基づく提案書の作
成、加えて審査会でのプレゼンテーション等か
なりの仕事量であったが、残念ながら、不採択
であった。研究成果はなかった。なお、本技術
については、情報誌 16）に一部紹介した。
　④は新冷媒を用いた吸収冷凍機の研究開発を
目的とした（他研究室にて、現在継続中）。本
研究開発には、赴任当初、メンバーの一員とし
て参画した。学会（国内外）発表、本学紀要、
論文投稿の形で、成果公表し、広報した。技術
の完成度は最も高いと感じている。なお、論文
等欄はメンバーとして参画した期間内、かつ、
関与のあったもののみの記載である。
　⑤は本学のエネルギー環境分野強化に伴って
立ち上げた独自テーマである。スマートグリッ
ドシステムの課題である再生可能エネルギーの
出力変動を制御・調整できるキーシステムとな
ること目指している。学会（国内外）発表、本
学紀要、論文投稿の形で、成果公表し、広報し
ている。
　10 年間での成果公表は学会発表 8 件、工業
会発表 2件、論文 4編、本学紀要 10 編で、2.4
件 / 年であった。卒業論文は 2.7 報 / 年（今年
度分含）であったため、今年度卒業論文の公表
予定を踏まえれば、ほとんどの卒業論文が成果
公表できる見通しが得られたが、表 1の≪　≫
で示したものが未達である。
4. ???????
　研究成果には A 学会等発表、B 同投稿及び
C実用化・製品化の段階があり、最終ターゲッ
トは C 段階の製品化等で社会に役立ち、貢献
することである。C段階に至るためには、製品、
技術、システムの学術的裏付けである A や B
が必要となる。したがって、研究成果はA、B、
Cの順に進捗するものと考えられる。Aでは、
学会での国内発表あるいは国際会議での発表、
これらに基づき、あるいはパラに、工業会等で
の発表となるものと思われる。Bでは、査読の
有無により、論文と報告に大別される。論文
の中でも、Proceeding、Transuction、Journal
の順に、執筆の仕事量は増加する傾向にある。
本学紀要は報告に分類される。論文、報告、ノー
ト、解説等から自己申告する 17）。表 1 中記載
の紀要は論文として申告したもののみである。
Cでは、実用化・製品化に至る前提条件として、
製品設計、システム設計等のための企業との共
同研究があり、この中で、汎用化された学術基
礎データから設計データが掘り起こされる。さ
らに、この前段として、外部資金の獲得が考え
られる。
　研究成果の Bと Cの中間段階に賞の獲得実
績があると考えられる。特に、学会での論文賞
や技術賞が有用である。今年度から、工学版ノー
ベル賞「クイーンエリザベス工学賞」18）が創
設されたが、社会に役立ち、貢献する製品、技
術、システムであることが前提条件となるであ
ろう。
　表 2はこのような観点から整理した研究開発
テーマごとの研究成果の進捗状況と評価結果を
示す。いずれの研究開発テーマも製品化には
至っていない。これらの評価結果を全体的に総
括すると、まず、③を除いて、プロジェクトで
の推進を実施、あるいは提案を行った。プロジェ
クトで推進したものほど、進捗が進んでいると
言える。特に、学内外プロジェクトでの推進が
重要である。換言すると、専門家集団での研究
開発が必要で、実質的、かつ、適正なプロジェ
クトメンバーを確実に集めることが製品化等
に至る決め手となると考えられる。製品化メー
カーのプロジェクト参画は必須である。この時
点での④での製品化未達はこの影響が大であっ
たと考えられる。
　次に、研究開発着手前の調査研究の徹底が重
要である。②では、農業用水路落差の調査不足
により、選定水車方式が設置できる個所が少な
いことが判明した。また、学会等での発表、投
稿がなく、製品の学術的サポートができていな
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いことが製品化未達の最大の原因と思われる。
さらに、定期的なチエック＆レビューで、早期
に、隘路事項の摘出と改善、場合によっては、
撤退の決断が必要である。
　なお、③の敗因は過去の研究開発成果のブ
ラッシュアップに重点をおき、新たなデータを
採取、解析することが希薄であったことによ
ると反省している。外部資金獲得にもUp		to	
date　の学術的サポートが必要あると考える。
5. ???
　⑴　この 10 年間で学生が仕上げた卒業論文
を、調査研究を除いて、ほとんどすべてを、教
育・研究成果の最終形である成果公表ができる
見通しを得たが、一部、未達となった。
　⑵　研究成果の最終形である製品化等に至る
課題を、研究成果を段階的にとらえて、摘出し
た。
○専門家集団による学内外プロジェクトで
の推進が重要（製品化メーカーの参画が
必須）
○研究開発着手前の調査研究の徹底が必要
○学会等発表、投稿による製品等の学術的
サポートが重要
○定期的チエック＆レビューによる新たな
隘路事項の早期摘出が必要
　⑶　継続中のﾃｰﾏについては、企業との共同
研究実施の可否が製品化の鍵となる。
　最後に、本学発行の「教育と研究」は本学教
育研究の内容紹介冊子であるが、これらの情報
に端を発した国外からの本学へのコンタクトも
あり、本学広報の効果大であると思われる。
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表 1	卒業論文と研究成果公表先
卒業年度 卒業論文	題目　（①～⑤は研究開発テーマ） 論	文	等（国内外発表）
　 ①　超微粉化 　
H15 食品等の超微粉化に関する調査・研究 　
H17 食品（小麦粉）等の超微粉化に関する基礎検討 （粉体工学会）2,3）
　 　 （あおもり産学官ﾌｫｰﾗﾑ 2006）4）
H18 ビーズミルによる小麦粉サブミクロン化の基礎検討 八工大紀要 26,pp.9-13（2007）
H19 粒度分布データからの小麦粉粉化メカニズムの検討 八工大紀要 28,pp.1-5（2009）
H19 小麦粉粒径分布における画像解析ソフトパラメータの適正化 	（JSME）5）
H19 マイクロビーズの自己損耗特性の検討 八工大紀要 29,pp.1-6（2010）
H20 連続式傾斜型マイクロビーズミル構造寸法の検討 （粉体工学会）6）
H21 除電透明コールドモデルでの小麦粉付着状況の観察 ≪粉体工学会　粒子帯電制御
H21 マイクロビーズミル透明コールドモデルの静電気除去特性 研究会≫≪ PPPⅣ 2014 ≫
H22 マイクロビーズ表面突起物に着目した自己損耗特性の基礎 （PPPⅢ 2011）7）
　 　 Powder	Technology,	to	be	published	
in	paper		[In	Press,	Corrected	Proof,	
Available	online		9	July	2012]	20）
H23 マイクロビーズミルにおけるビーズ損耗特性の検討 ≪Nano-S&T2013 ≫
H24 マイクロビーズミルにおけるビーズ損耗メカニズム ≪Nano-S&T2013 ≫
　 ②　ナノ水車 　
H16 超小容量（ナノ級）水力発電技術開発 八工大紀要 24,pp.9-18（2005）
　 　 （八戸機械工業会 2005）8）
H17 3 次元翼ランナーを具備したナノ級水力発電装置の性能検討 八工大紀要 25,pp.1-9（2006）
　 　 八工大紀要 25,pp.11-15（2006）
H18 ナノ級水力発電装置性能に及ぼすガイドベーン角度の影響 八工大紀要 26,pp.1-7（2007）
　 　 八工大紀要 27,pp.1-8（2008）（第 2回
北東北イノベーションフォー ラム）9）
　 ③超臨界流体
−
H16 超臨界流体利用技術の調査研究
H17 超臨界炭酸ガス利用汚れ成分晶析粗粒化の基礎検討
H18 超臨界炭酸ガスの密度推算式の検討
　 ④新型吸収冷凍機 　
H15 新型吸収冷凍機原理モデル機の据付・試運転研究 （日本伝熱シンポジウム）10）
H15 吸収冷凍機用新型混合媒体の熱的性質に関する研究 同上
H16 吸収冷凍機での媒体濃度計測に関する基礎検討 八工大紀要 24,pp.19-29（2005）	
H17 吸収冷凍機での In-plant 媒体濃度計測法の基礎検討 空気調和・衛生工学会論文集No.105,pp.13-19
（2005）、同No.111,pp.1-8（2006）
　 ⑤電力平準化 　
H20 可逆セル燃料電池による電力平準化システムの調査研究 　
H21 燃料電池ー水電解ハイブリッド型電力平準化システムの経済性に
ついてのケーススタデイ
ECS	Trans,	26（1）	pp.457-463（2009）	
（FC	Seminar	2009）11）
H22 燃料電池ー水電解ハイブリッド型電力平準化システムの経済性簡
便評価手法の検討
八 工 大 紀 要 30,pp.57-66（2011）	
（JSME）12）	（WHEC	2012）13）
H23 燃料電池ー水電解ハイブリッド型電力平準化システムにおける 　
　 水電解効率、燃料電池効率の調査研究 　
H24 燃料電池ー水電解ハイブリッド型電力平準化システムにおける節
電誘導型新料金体系（2012.6 ～）での経済性ケーススタデイ
≪ FC	Seminar	2013	or	HFC2013	or	
WHTC2013 ≫
八工大紀要 32,pp.xx-xx（2013）,	to	
be	published
：調査研究 ≪　≫内は予定
— 128 —
八戸工業大学紀要　第 32 巻
表２　研究開発テーマの研究成果進捗状況と評価
卒業論文
テーマ
　
Ａ	学会等発表 Ｂ	投稿 Ｃ	実用化・製品化
評価　（課題摘出）
　
学会 工業会 論　　
文
報
　　
告
外部資金企業共研実用化等
国内 国際
①超微粉化 ○ ○ − ○ ○ − △ − １．Ｍ−Ｂ学内プロジェクトで推進
２．秦野研究所、ﾐﾂｶﾝと情報交換中
３．理論武装は出来つつあるが、開発途
上
→　企業との共同研究が必要
②ナノ水車 − − ○ − ○ ○ （△） − １．理論武装が不十分
２．農業用水路落差調査不十分　
→　着手前の調査研究の徹底が重要
３．定期的チエック＆ﾚﾋﾞｭｰが必要
→　場合によっては、仕様変更の決断が
必要
４．Ｍ−Ｅ学内プロジェクトでの実質的
　　推進不十分（発電機関連重要）
③超臨界流体
　
　
　
− − − − − − − − １．コンソーシアム提案するも不採択
２．研究成果なし
→　過去の研究開発成果のみの
　　ブラッシュアップに限界
④新型吸収
　	冷凍機
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − １．学内外プロジェクトで推進
→　冷凍機メーカー不参加
⑤電力平準化 ○ ○ − ○ ○ − − − １．理論武装は出来つつあるが、開発途
上
２．M-E 学内プロジェクトを提案する
も却下
３．電力あるいはガス会社との共同研究
必須
要　旨
本　学赴任後 10 年間の節目に、科目「卒業研究」で学生が仕上げた卒業論文を総括し、
①教育・研究成果の最終形である成果公表に結び付けることを及び②研究成果の最終
形である実用化、製品化等に至るための課題摘出を行った。①では、今年度卒業論文
の公表予定を踏まえると卒業論文のほとんどが成果公表できる見通しを得、また、②
では、学会等発表、投稿による製品の学術的サポート及び専門家集団（製品化メーカー
の参画は必須）による学内外プロジェクトでの推進他が重要であることを痛感した。
キーワード	:	卒業研究，段階的研究成果，プロジェクト推進，チエック＆レビュー
